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職務２

1855
技能五輪国際大会参加者のためのコ
ミュニケーション・スキル－基礎編

令和6年1月18日(木)～令和6年1月19日(金) 20 2

技能・技術実践研修カリキュラム

コ　ー　ス　名 定員 日数

技能・技術要素 ―

開催会場 職業能力開発総合大学校（東京都小平市）

技能・技術分野 共通

技能・技術レベル L1

研修のねらい
及び

到達目標

技能五輪国際大会に参加を目指す指導者、選手及び関係者等を対象に、国際大会で円滑にコミュニ
ケーションができるよう必要な英会話、国際大会で必要な各種文書を読みこなす基礎力の習得を目
指します。本研修は段階的（基礎編―応用編）に受講いただくことが効果的です。

（到達目標）
・技能五輪国際大会において必要となる基礎的な英会話ができる。

最低限
必要な知識

高校卒業程度の英会話ができること。受講者のレベルに応じて研修を行います。

研

修

内

容

項　　　　目　（予　定） 講義 実技・演習

1　コミュニケーション・スキル

　（１）技能五輪国際大会で求められる議論法

2　コミュニケーション・レッスン

　（１）大会会場にて

　（２）外国人とのコミュニケーションのポイント

　（３）通訳を通じたコミュニケーション法

4　各種文書の読解の基礎

リニューアル
の概要

及びアピール
ポイント

技能五輪国際大会で活用できる英語に特化しています。

研修成果が
活用できる

職務

職務１ 職務の内容

担当教員
(ユニット)

半田純子（国際・地域支援ユニット/技能DXユニット）
菊池拓男（情報通信ユニット：技能五輪国際大会職種管理マネージャ）
外部講師

使用する機器
等

受講者が用意
するテキスト
（予定）

　（１）職種定義の読解

　（２）ディスカッション・フォーラムにて

3　技能五輪国際大会でのコミュニケーション

　（１）大会で必要となる英会話

　（２）エキスパート・選手が行うコミュニケーション


